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提案理由 

 議会改革及び議会の透明性をより高める観点から、政務活動費の使途の適正

化を図るため、政務活動費の支出方法について、現行の「先払い方式」から「後

払い方式」に改正しようとするものです。 

  



別 紙 

大網白里市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例

（案） 

 

大網白里市議会政務活動費の交付に関する条例（平成１３年条例第１８号）

の一部を次のように改正する。 

 第２条の見出しを「（交付対象等）」に改め、同条に次の１項を加える。 

２ 政務活動費の交付対象期間は、４月１日から翌年の３月末日までとする。 

 第３条第１項を次のように改める。 

  会派に交付する政務活動費は、月の初日における当該会派の所属議員の数

（以下「所属議員数」という。）に月額４，１５０円を乗じて得た額を交付対

象期間の各月ごとに算出し、当該算出して得た額を合算して得た額の範囲内

とする。 

 第３条中第２項を削り、第３項を第２項とし、第４項を第３項とする。 

 第６条を削り、第５条を第６条とし、第４条第１項中「毎年度、」を「当該年

度の」に改め、同条を第５条とする。 

 第３条の２第１項中「に対する政務活動費は、」を「に交付する政務活動費は、

交付対象期間の各月の初日に在職した月数に」に改め、「４，１５０円」の次に

「を乗じて得た額の範囲内」を加え、同条中第２項を削り、第３項を第２項と

し、同条を第４条とする。 

 第９条の見出しを「（実績報告）」に改め、同条第１項を次のように改める。 

  第６条の規定による決定の通知を受けた会派の代表者又は無会派議員は、

政務活動費の交付の対象となる政務活動を完了したときは、当該決定の日が

属する年度の３月末日までに、当該政務活動費に係る支出の報告書（以下「実

績報告書」という。）を議長に提出しなければならない。 

 第９条第２項及び第３項中「収支報告書」を「実績報告書」に改める。 

 第１３条を第１５条とし、第１２条中「収支報告書」を「実績報告書」に改

め、同条を第１４条とする。 

 第１１条（見出しを含む。）中「収支報告書」を「実績報告書」に改め、同条

を第１３条とする。 



 第１０条を次のように改める。 

（決定の取消し及び返還） 

第１０条 議長は、偽りその他不正の手段により政務活動費の交付を受けたと

認めるときは、その旨を市長に報告しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による報告があったときは、政務活動費の交付の決定

を取り消すものとする。 

３ 市長は、前項の規定による取消しをした場合において、当該取消しに係る

部分に関し既に政務活動費が交付されているときは、会派の代表者又は無会

派議員に対し、期限を定めて、当該政務活動費の返還を求めるものとする。 

 第１０条を第１２条とし、第９条の次に次の２条を加える。 

（交付額の確定） 

第１０条 市長は、前条第３項の規定により議長から実績報告書の送付を受け

たときは、交付すべき政務活動費の額を確定し、別に定める様式により会派

の代表者又は無会派議員に通知しなければならない。 

（政務活動費の請求及び交付） 

第１１条 前条の規定による通知を受けた会派の代表者又は無会派議員は、市

長が別に定める日までに、別に定める様式により市長に政務活動費の支払を

請求するものとする。 

２ 市長は、前条の請求があったときは、会派の代表者又は無会派議員に対し、

速やかに政務活動費を交付するものとする。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による施行前の大網白里市議会政務活動費の交付に関する条例の

規定により交付された政務活動費については、なお従前の例による。 


